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代表研究者（研究機関名）：浅尾 直樹（信州大学） 
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研究期間及び研究費：平成２７年度～平成２９年度（３年計画） ８８百万円 

項 目 要  約 

１．研究の概要 放射性汚染水による環境汚染を防ぐためには、放射性核種を効率的に捕

捉して安全に貯蔵できる材料の開発が急務である。これに資するため、本

業務実施者がこれまでに培った金属酸化物ナノ材料の合成法を利用する

ことにより、ストロンチウムイオンやセシウムイオンに対して優れたイオ

ン吸着性を有すると共に吸着後の安全な貯蔵を可能とする金属酸化物ナ

ノ材料を開発することを目的とし、以下の研究開発を行う。 

１）金属酸化物の合成とナノ構造制御に関する研究 

２）金属酸化物の構造解析 

３）金属酸化物の生成機構解明 

２．総合評価 
Ａ 

・金属酸化物ナノ材料による、ストロンチウムイオンやセシウムイオンに

対する吸着材の開発並びに吸着メカニズムの検討について、基礎的に優

れた成果が出ており、実用化に向けた次のステップに進んで欲しい。ま

た、本技術の他分野への波及について期待したい。

Ｓ）極めて優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 


